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コンジョイント分析による男女間の選好の差異

調査結果

背景 プロジェクトの目標

研究方法

1. 学生と社会人のキャリア意識に関する調査

 理想の働き方、管理職に対する意識、結婚・出産に伴うキャリア意識の変化について、男女
の差異、学生と社会人の差異を明らかにする

 管理職に対する意識と職場・組織風土、制度・手当の関連を明らかにする

 昇進することに前向きな人の職場環境を明らかにする
 昇進することに前向きな人が利用する制度・手当を明らかにする

2. 選択実験を利用した「競争」に関する選好調査

 コンジョイント分析を用いて、競争に対する意識がキャリア意識に与える影響を定量的に把
握する

女性が管理職になろうと意欲を持てる組織を明らかにする

学生のキャリア意識に関する調査
・日時：2019年7月30日、10月25日
・対象：愛媛大学生（計374名）

調査内容：
理想の働き方、キャリアアップに対するイメージ、結婚・出産に伴
うキャリアの変化、組織風土尺度、リスクに対する選好に関する調
査（コンジョイント分析）

社会人のキャリア意識に関する調査
・日時：2019年10月
・対象：愛媛県内の企業29社（計125名）

（ジョブカフェ愛work）

調査内容：
理想の働き方、キャリアアップに対するイメージ、結婚・出産に伴
うキャリアの変化、自分もしくは周囲が利用したことがある制度・
手当、管理職への意欲の有無、管理職組織風土尺度、リスクに対す
る選好に関する調査（コンジョイント分析）

女性の年齢階級別労働力率に着目すると、
１．平成29年度の25～29歳は82.1％となっ

ており、他の世代と比べて最も高い。
２．平成19年度の25～29歳は75.8％となっ

ており、10年間で6.3％増加している。
このことから、10年前よりも着実に女性が社会

に進出するようになったことが分かる。

しかし、平成19年度、平成29年度共に、30歳
以降では、一旦減少した後、35歳以降から45～
49歳にかけて増加していくことで、M字カーブが
形成されていた。よって、女性労働力率は年々増
加していっているが、M字カーブが解消されてい
ないことから、一度キャリアを中断し、後に復帰
する女性が未だに生じている現状である。

厚生労働省（2019）「平成30年度雇用均等基本調査」

平成30年度の女性管理職者の割合は10.9％であ
り、前年度は10.4％だったことから、前年度と比
べても0.5％しか増加していない。また、平成30
年度の男性の管理職者割合は89.1％なので、男性
と比べても圧倒的に女性管理職者数は少ない。

総務省（2007，2016，2017）「労働力調査」

昨今の労働社会は、女性の労働
力率の増加があるにもかかわら
ず、依然として管理職になって
いる女性の人数が少ない

〈傾向〉
 学生女性は、確実に賞金が貰える

条件を好む
 学生女性は、競争相手が増えるこ

とを好まない
 学生男性は、同性同士で競争する

ことを好む

学生女性は傾向として、ASC3という歩合制を好む項目では6813.8円と学生男性の5073.7円よりも数値が大きくなった。ま
た、ゲームの参加者という競争意欲を見る項目では-503.4円と学生男性の-352.5円よりもマイナスの数値が大きくなった。
次に、参加者の性別に着目すると、学生男性は、「女性が多い」という項目では500.0円なのに対し、「全員男性」の項目では

1471.2円、「男性が多い」という項目では1744.6円と大きく差が生じた。一方、学生女性は「全員男性」の項目では-
1473.6円、「男性が多い」という項目では-779.3円となった。

〈傾向〉
 社会人女性は、確実に賞金

が貰える条件をより好む
 社会人女性は、競争相手が

増えることをより好まない
 社会人男性は、同性同士で

競争することを非常に好む

歩合制では、学生女性は6813.8円に対し社会人女性は8242.2円となり、社会人女性の方がより歩合を好むことが分かる。ま
た、ゲームの参加者では学生女性は-503.4円に対し社会人女性は-851.2円となり、社会人女性の方がゲームの参加者が増える
ことを好まないことが分かる。
次に、参加者の性別に着目すると、社会人男性は「全員男性」の項目のみが統計的に有意であり、学生男性よりも同性同士で競

争することを好んでいることが分かる。また、社会人女性は参加者の性別の３項目が統計的に有意ではなかった。

１．コンジョイント分析とは

回答者に対して、複数の条件（属性）を組み合わせて提示することで、回答者が選択し
た結果から、それぞれの属性の重要性と多様性を明らかにする方法

・属性と水準

ゲームの参加者：3人・5人・7人

参加者の性別：全員男性・全員女性・男性が多い・女性が多い

問題の正答率：30%・60%・90%

賞金額：10,000円・30,000円・50,000円

統計的に有意であった数値を赤字にしている。また、今回比較する数値は「限界支払意思額」であり、それぞれの項
目でどの程度支払ってよいかを示している。

２．分析結果

考察
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職場風土尺度を利用した職場風土の測定(福井他、2004)

学生には「働きたいと思う理想の職場の組織風土」について、社会人には「現在、働いている職場の組
織風土」についてアンケート調査を行った。
学生のアンケートに関しては、男性91名、女性101名の合計192名のデータをグラフに表している。
社会人のアンケートに関しては、男性54名、女性71名の合計125名のデータをグラフに表している

●グラフの見方

１．グラフでは右にいくほど伝統・強制的な風土を示しており、左にいくほど革新・任意な風土であることを示している。
伝統・強制的な風土とは、昔からの風習が根付いており、上司からの指示が強制的な組織であり、革新・任意な風土とは、個人が主体的

に仕事を行うことを求められる組織である。

２．グラフでは上にいくほど合理的な組織風土を示しており、下にいくほど非合理的な組織風土であることを示している。合理的な組織
風土とは、業務内容の意図が明確であり、全体に指示が行き渡っている組織であり、非合理的な組織風土とは業務内容の意図が不透明であ
り、指示がよく把握できていない組織である。

2つのグラフを比較すると、左の「学生の
理想の組織風土」のグラフでは、左上の
「従業員の士気が最も高い」に分類される
人が80.8%であるのに対して、右の「社会
人の現在働いている職場の組織風土」のグ
ラフでは左上の「最も従業員の士気が高
い」が分類される人が59.4％となっている。

また、「学生の理想の組織風土」のグラフ
では、左下の「集団としての凝集性が弱
い」に分類される人が1.1%であるのに対
して、右の「社会人の現在働いている職場
の組織風土」のグラフでは左下の「集団と
しての凝集性が弱い」が分類される人が
16.9％となっている。

2つのグラフを比較すると、男性は「管
理職の統率性が強い」と感じている人の
割合が26.6%であるのに対して、女性は
13.1%と女性の方が低くなっている。ま
た、男性は「最も従業員の士気が高い」
と感じている人の割合が55.5%であるの
に対して、女性は62.3%と女性の方が高
くなっている。

まとめ

今回の調査結果から、以下の4つのことが分かった。

１．女性は仕事よりも家庭での時間に価値を置いている。

→理想の働き方の調査で「定時に来て定時に帰ることができる仕事がしたい」を選ぶ女性が最も多かったこと、また、結
婚・出産に伴うキャリアの変化の調査での中断理由で「家事・育児のため」と答えた女性が44.4％と半数近くを占めていた
ことからいえる。

2．制度・手当の充実が仕事への昇進意欲に影響している。
→制度・手当の調査で、管理職への意欲がある女性の方が制度・手当が充実した組織に属していることからいえる。特に、
今後のキャリア設計に繋がるような制度や、私生活を補助する手当が多くみられた。さらに、特別休暇制度や出産手当な
ど、家庭の事情を考慮した制度や手当が、女性の昇進意欲の向上に影響すると考えられる。

3．組織の統率性を高めることで、管理職への意欲を向上させる可能性が考えら
れる。

→組織風土尺度の測定から、社会人女性の方が社会人男性よりも統率性を感じていないことからいえる。また、管理職に対
するイメージの調査で「部下を統率しなければならない」を選択している社会人女性が社会人男性よりも多かったことを踏
まえると、統率性を感じていない環境で働いている女性が多く、そのため組織の中で部下を統率することは難しいと捉えて
いると推察される。そのため、管理職の統率性を高めることで、「部下を統率しなければならない」という負担に感じるよ
うなイメージが軽減できると考えられる。

4．女性は競争を好まず、リスク回避をする傾向がある。
→競争に関する選好の調査のコンジョイント分析の結果より、歩合制を好む女性が男性よりも多いことからいえる。また、
学生女性と社会人女性を比較したとき、社会人女性の方がより歩合制を好んでいたことから、特に社会人女性は競争を好ま
ず、安定を重視していると考えられる。

以上のことより、女性は家庭での時間が十分取ることができ、制度や手当でキャリアや私生活が保証された安定
した組織で働くことを求めていると考えられる。

1. 女性は「定時に来て定時に帰る」働き方をより重視する

 学生よりも社会人の方がその傾向が強くなる

 結婚・出産を契機にキャリアを中断する女性の割合は、社会人女性で増加する

 ただし、管理職に対する意欲別にみると、管理職に対する意欲が高い女性は「育休・産休を
取って仕事を継続する」割合が高く、管理職に対する意欲が低い女性は、結婚・出産に伴い
一度キャリアを中断する割合が高い

 キャリアを中断する理由として最も高い項目は「家事・育児に専念したいから」（44.4%）

男性の意識の変化

育休・産休を取って仕事をする割合は社会人においても52.0％と半分以上

2. 管理職に対する意識

 管理職に（上司から言われれば）なりたいと考えている女性の割合は57.7％

 昇進意欲別にみた社会人女性の管理職に対するイメージ

 昇進に意欲的な女性は管理職の大変さを理解しながらも、自らのスキルアップと捉える一方、
管理職に否定的な女性は、管理職になることによって重要な仕事を任されたり、責任が重く
なって仕事量が増加したりすることを負担の増加と捉えている可能性

 昇進に意欲的な女性は、目標達成やモチベーションを向上するために社内制度や役職手当以外の
補助的な手当をうまく利用している

3. 男女の競争意識の差

女性は、確実に賞金が貰える報酬体系を好む（リスク回避的）→ 確実に定時に帰ることができる
勤務形態を好む

男性は、同性同士での競争を好む

。


